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ニ
ー
ト
や
引
き
こ
も
り

青
年
の
掌
握
は
。「
子
ど
も
・

若
者
地
域
協
議
会
」
は
市
民
の

期
待
に
応
え
て
い
ま
す
か
。

 

不
適
応
を
起
こ
し
て
い

る
若
者
は
、
確
実
に
増
え
て

い
ま
す
が
、
正
確
な
数
字
の

把
握
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
協
議
会
の
設
置
は
、

市
民
の
期
待
に
応
え
て
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。ワ

ン
セ
グ
携
帯
を
め
ぐ
る

受
信
料
契
約
に
つ
い
て

 

強
引
な
受
信
料
契
約
を

求
め
ら
れ
て
い
る
市
民
に
対

し
、
親
身
な
相
談
を
。

 

市
民
環
境
部
長

　

ワ
ン
セ
グ
携
帯
も
受
信
契

約
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。
相
談
に
対
し
て
は
、
法

律
上
の
説
明
と
解
決
に
必
要

な
情
報
の
提
供
や
助
言
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

に
つ
い
て

 

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ

ル
受
信
機
の
更
新
で
、
雑
音

　

学
習
障
が
い
や
多
動
性
等

特
別
支
援
が
要
る
幼
児
・
児

童
生
徒
へ
の
自
立
就
労
に
つ

な
が
る
支
援
を
求
め
、
次
に

伺
い
ま
す
。

 

通
所
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室

の
専
門
員
補
充
と
南
北
教
室

の
分
割
は
。

 

子
ど
も
局
長

　

心
理
判
定
員
の
欠
員
は
募

集
し
て
い
ま
す
。
教
室
の
分

割
に
つ
い
て
は
、
現
施
設
を

分
散
す
る
よ
り
は
、
集
中
的

に
施
設
運
営
を
し
た
方
が
有

効
と
考
え
ま
す
。

 

特
別
教
育
支
援
員
15
名

の
１
年
雇
用
を
継
続
雇
用
に

す
べ
き
で
は
。

 

主
席
教
育
次
長

　

特
別
支
援
教
育
推
進
体
制

全
体
を
研
究
す
る
中
で
、
雇

用
形
態
に
つ
い
て
も
子
ど
も

達
の
実
態
か
ら
今
後
研
究
し

判
断
し
ま
す
。

 

南
部
こ
と
ば
の
教
室
を

個
室
化
へ
。
当
面
は
間
仕
切

り
補
強
と
防
音
室
を
。

 

今
後
、
学
校
か
ら
の
要

望
や
現
状
、
必
要
性
、
今
後

で
て
く
る
可
能
性
の
あ
る
空

き
教
室
等
を
見
て
対
応
し
ま

す
。 

特
別
支
援
学
級
の
児
童

生
徒
の
交
流
学
習
に
県
費
で

支
援
教
諭
の
加
配
を
。

 

特
別
支
援
教
育
推
進
体

制
を
検
証
・
研
究
す
る
中
で

考
え
ま
す
。

 

中
学
か
ら
高
校
ま
で
生

徒
に
寄
り
添
う
連
携
が
出
来

て
い
ま
す
か
。

 

教
育
部
長

　

進
学
予
定
先
の
高
等
学
校

と
引
き
継
ぎ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
進
学
後
も
中
学

校
教
員
が
訪
問
し
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。

が
ひ
ど
い
実
態
と
対
策
は
。

 

政
策
部
長

　

電
波
状
態
が
悪
い
集
落
は

33
集
落
で
す
が
、
し
っ
か
り

と
電
波
状
態
を
改
善
す
る
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

◆
震
災
が
れ
き
受
入
れ
検
討

課
題
で
、
環
境
セ
ン
タ
ー

が
あ
る
地
区
住
民
と
向
き

あ
え
て
い
ま
す
か
。　

学
習
障
が
い
等支

援
教
育
充
実
は

森
脇　
　

徹　

議
員

　

本
年
4
月
、
京
都
府
亀
岡

市
で
居
眠
り
運
転
の
車
が
登

校
途
中
だ
っ
た
小
学
校
児
童

と
保
護
者
を
は
ね
、
10
名
の

死
傷
者
を
出
し
ま
し
た
。
ま

た
千
葉
県
館
山
市
で
登
校
中

の
バ
ス
停
に
い
た
小
学
校
児

童
の
列
に
軽
乗
用
車
が
突
っ

込
み
、
1
年
生
が
死
亡
。
こ

ん
な
痛
ま
し
い
事
故
が
頻
発

す
る
中
、
高
島
市
で
は
ど
ん

な
手
が
打
た
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

５
月
か
ら
『
小
学
校
の
通

学
路
の
安
全
点
検
』
が
始
ま

り
６
月
６
日
ま
で
に
市
内
16

小
学
校
で
行
わ
れ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
次
の
こ
と
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

 

安
全
点
検
の
参
加
者
は

ど
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
し

た
か
。

 

教
育
部
長

　

学
校
な
ら
び
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
等
の
代
表

者
、
警
察
、
高
島
土
木
事
務

所
、
市
土
木
交
通
部
、
市
教

育
委
員
会
の
各
職
員
約
10
名

で
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

 

発
見
さ
れ
た
問
題
点

は
。 

歩
道
が
な
い
箇
所
で
、

狭
い
路
側
帯
を
歩
行
、
横
断

歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
で
の
横

断
、
自
動
車
が
ス
ピ
ー
ド
を

出
し
す
ぎ
、
そ
し
て
自
動
車

の
運
転
手
か
ら
の
見
通
し
が

悪
い
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま

し
た
。

 

今
回
は
小
学
校
の
通
学

路
点
検
で
す
が
、
何
故
中
学

校
の
通
学
路
点
検
が
な
い
の

で
す
か
。

 

中
学
校
は
、
生
徒
と
保

護
者
が
相
談
の
上
、
よ
り
安

全
な
経
路
を
個
々
に
選
択
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生

は
危
険
を
予
測
し
回
避
す
る

能
力
が
身
に
つ
い
て
い
る
と

判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
実
施

し
て
い
ま
せ
ん
。

 

冬
季
、
市
内
北
部
で
は

相
当
の
積
雪
が
あ
り
ま
す

が
、
季
節
ご
と
の
点
検
が
必

要
で
は
。

 

今
回
の
点
検
で
、
冬
季

の
積
雪
を
想
定
し
て
の
意
見

も
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通

学
路
や
通
学
手
段
が
季
節
に

よ
っ
て
変
更
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
に
応
じ

て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

 

登
下
校
時
、
特
に
重
点

を
お
い
て
い
る
生
徒
指
導
は

あ
り
ま
す
か
。

 

子
ど
も
達
自
身
が
自
分

の
身
を
守
る
よ
う
、
登
下
校

時
に
潜
む
様
々
な
危
険
を
予

測
し
、
自
他
の
安
全
に
配
慮

し
て
安
全
な
行
動
が
と
れ
る

よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
確
保
と

指
導
に
つ
い
て

万
木　
　

豊　

議
員

道
路
イ
ン
フ
ラ
（
国
道
・
県

道
・
市
道
）
に
つ
い
て

 

国
道
１
６
１
号
は
市
民

の
命
を
守
る
道
路
で
あ
る

が
、
小
松
拡
幅
、
マ
キ
ノ
拡

幅
は
従
来
型
の
陳
情
で
は
整

備
が
進
ま
な
い
状
況
。
市
民

パ
ワ
ー
を
巻
き
込
ん
だ
行
動

を
取
る
べ
き
で
は
。

 

土
木
交
通
部
長

　

従
来
型
の
要
望
活
動
の
結

果
、
今
年
は
安
曇
川
工
区
に

つ
い
て
予
算
が
確
保
で
き
、

事
業
化
と
な
っ
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
議
員
か
ら
提
案

が
あ
り
ま
し
た
方
法
に
つ
い

て
は
、
研
究
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。

鉄
道
イ
ン
フ
ラ
（
北
陸
新
幹

線
と
湖
西
線
）
に
つ
い
て

 

北
陸
新
幹
線
金
沢

｜

敦

賀
間
が
２
０
２
５
年
完
成
。

そ
の
ま
ま
湖
西
線
に
乗
り
入

れ
る
こ
と
が
国
交
省
・
Ｊ
Ｒ

で
確
認
さ
れ
、
県
も
条
件
付

き
で
了
承
。
夢
の
実
現
と
同

時
に
課
題
解
決
に
向
け
て
全

市
あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で

は
。 

湖
西
線
へ
の
乗
り
入
れ

は
、
在
来
線
の
便
数
減
や
振

動
、
騒
音
等
の
課
題
解
決
な

ど
調
査
研
究
が
必
要
で
、
国

に
関
係
機
関
と
の
定
期
的
な

協
議
の
場
を
要
請
し
て
い
ま

す
。
情
報
が
入
り
次
第
、
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

漁
港
イ
ン
フ
ラ
（
防
災
関

係
）
に
つ
い
て

 

県
管
理
の
港
湾
が
４
ヶ

所
（
大
津
・
彦
根
・
長
浜
・

竹
生
島
）
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
防
災
上
の
観
点
か
ら
高

島
も
１
ヶ
所
要
望
す
べ
き
で

は
。 

政
策
部
長

　

災
害
時
に
は
鉄
軌
動
や

道
路
網
に

大
き
な
被

害
が
予
想

さ
れ
る
の

で
、
湖
上

輸
送
手
段

を
確
保
す

る
こ
と
は

重
要
な
課

題
で
す
。

今
後
、
県

に
対
し
拠

点
港
の
整

備
設
置
を

強
く
要
望

し
ま
す
。

 

県
防
災
計
画
で
は
、
湖

南
、
湖
東
、
湖
北
の
３
港
が

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で
基
幹
的

湖
上
輸
送
拠
点
と
し
て
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
湖
西
も
指

定
す
べ
き
で
は
。（
い
ず
れ

も
地
元
県
議
２
人
と
情
報
共

有
を
）

 

基
幹
的
湖
上
輸
送
拠
点

に
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
広
域
湖
岸
輸
送
拠

点
施
設
と
し
て
、
近
江
今
津

港
と
今
津
漁
港
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

放
射
線
に
つ
い
て

 

市
内
に
放
射
線
測
定
基

地
を
何
基
設
置
さ
れ
る
の

か
。 

現
在
、
設
置
場
所
が
確

定
し
て
い
る
の
は
１
基
で

す
。
そ
の
他
に
県
は
、
福
井

県
境
を
中
心
に
新
た
に
６
基

の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
４
基
は
市
内
へ

の
配
備
予
定
と
な
り
、５
基

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が

配
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
な

お
、
設
置
場
所
や
時
期
等
は

未
定
で
す
。

高
島
市
を
良
く
す
る
た
め
の
基
盤
底
上
げ

各
種
施
策
に
つ
い
て

清
水
日
出
夫　

議
員

夢の新幹線が湖西線へ

子ども達の安全確保のため行われた安全点検

更新により入りにくくなった地域も




